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１．はじめに 
 リーダーシップ論は組織科学における 1つの研究領域として、比較的理論化が 
進んでいると考えられる。すなわち、リーダーの個人的資質・能力・性格要因を 
追求する資質論、リーダーシップ行動類型（民主型、専制型など）を論ずる行動 
類型論、そして、集団行動としてのリーダーシップ行動に関して行動力学の立場 
から、一般的法則性を追求し、また、個別的・特殊的環境状況に対する分析を行 
うリーダーシップ行動力学論など多様な研究が展開されてきた。1） 

 研究開発におけるリーダーシップの組織科学的研究は今後の課題であろう。こ 
こでは、このことを念頭に置いて事例報告と若干の考察を試みたい。2） 
 
２．パーソナルコピア開発の意義 
 １９８２年発売のメンテナンス・フリータイプのカートリッジ型コピア PC－ 
１０，２０の開発はキャノンにとって、エポックメーキングな新製品開発であっ 
たと言える。その理由をつぎに述べる。 
(1) 複写機業界の念願であったサービスエンジニアによるメンテナンスサービ 
スに依存しないメンテナンス・サービスフリーを可能とし、複写機市場が飛躍 
的に拡大した。 

(2) PC－１０，２０で開発されたカートリッジ技術がコア技術となり、レー 
ザービームプリンタにも適用されて光プリンタ事業が飛躍的に拡大した。また 
１９８６年１０万円を下廻わるファミリコピア FC－３（１９８６年度 日 
経 年間優秀製品賞）の誕生に発展し、カートリッジ方式は業界に多大のイン 
パクトを及ぼした。 

(3) “複写機の AE－１を目指そう”をいう社内スローガンにより、カメラ事 
業（基幹事業）での成功が波及的に影響を与え、複写機事業において“成功の 
共有化“が実現した。 

(4) PC－１０，２０の商品化が契機となり、日仏両政府の要請もあり、貿易 
摩擦問題の顕在化に先駆けて、キャノン・ブルターニュ設立（１９８３年）の 
運びとなり、経営のグローバル化が一段と進展した。 

 
３．パーソナルコピア開発の過程 
パーソナルコピア開発の初期過程は図（次項）に示すようなことであった。そ 
こには、商品企画提案書による提案とか、商品企画会議による審議と言ったフォ 
ーマルなステップは機能せずに初期過程が進行したことを示している。そして、 
初期のタスクフォースチームの編成の段階へと進んだ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 商品開発の初期過程は、経営トップの願望とその願望の開発センター所長への 
投げ掛けによってスタートする。開発センター所長にとっては、トップよりの刺 
激であるが、彼にとってもう１つの刺激は社内他事業部からの刺激である。これ 
らの刺激が開発センター所長の＄１０００コピア実現の夢への挑戦の意欲の源泉 
となったと考えられる。しかし、この時点では＄１０００コピアのイメージもな 
いし、元より技術的方式など全く不明の状況である。そこで、休日出勤の比較的 
気持にある種の裕りの持てる日に、腹心の何人からの部下を呼んで＄１０００コ 
ピアに関する開発の夢を語りかけた。この時からインフォーマルな形で開発イメ 
ージのだべり合いがスタートした。だべり合いは、若し＄１０００コピアが世の 
中で実現するとすれば、どんな要件が求められるのであろうかについての語り合 
いであったと言える。すなわち、 



 
ⅰ）対象とするマーケットセグメント 
ⅱ）パーソナルユースとしての要求品質レベル 
ⅲ）メンテナンス性 
ⅳ）概略のサイズ・重量 
ⅴ）在来の複写機にはない新しい概念の機能の付加 
技術者達はこれらのイメージの語り合いを続けた。語り合いは自らを勇気付け 
、またあるいは、挑戦して出来るのではないかという挑戦的雰囲気を醸成する効 
果がある。そして、開発イメージをまとめた開発構想が技術的な解決手段に全く 
付随しないまま、初期の Xタスクフォースチームが編成されるに至る。 
 次図には本格的なプロジェクトチーム活動の展開の段階の組織を示した。 

ミニコピアのタスクフォース組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に、開発プロジェクトチームが編成され、＄１０００コピアの開発活動がど 
のような過程を経たかについて、主として行動科学的な視点からいくつかの素過 
程にわけて記述すると下図のようになる。 
 



 
４．新製品創出過程における触媒連鎖効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 パーソナルコピアの開発事例について述べてきたが、上図により若干の考察を 
加えたい。経営トップが事業環境に関する変化とか事業動向などから常に刺激を 
受け、企業内でもっともエネルギー的に励起された状態にいることは間違いない 
。そのトップのエネルギーが経営幹部を刺激し、そのクラスへ何らかの形態でエ 
ネルギーがトランスファされる。一方、推進責任者としての経営幹部は新しい創 
造への挑戦を具体化するためには、具体的な活性グループを設定することが必要 
であろう。推進責任者の熱意とか執念とかが、活性集団すなわちプロジェクトチ 
ームリーダーたちに伝えられ、チーム編成されて活動がスタートする。そして、 
開発段階に応じて次々と関連組織とその技術者達を巻き込んでいくことにより、 
創造的な目標に対する挑戦がダイナミックに展開される。 
 触媒連鎖重合反応系における開始反応は正に企業における新しい創造への取組 
みの開始ときわめて類似性をもつ。そして、反応系における生長反応は企業内で 
は、全社的な人・組織の巻き込みであり、真に活力ある企業ではこの段階に多大 
のエネルギーは不要であろう。すなわち、光重合反応系における連鎖性とはトッ 
プおよび経営幹部と相互呼応する自律的かつ連鎖的な活力伝播と言える。新製品 
開発プロジェクトに携わるプロジェクトチームが一気に燃え上がり夢中で活動を 
拡げて行く姿は、トップの触媒的刺激による連鎖的活動の展開と言えよう。 
 

文   献 
三隅二不二：組織科学、１５（３），１９８１ リーダーシップ行動科学の視座 
山之内昭夫：企業変革の技術マネジメント （日本経済新聞社、１９８６） 


